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平成27年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異及び 
剰余金の配当に関するお知らせ 

  

 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成26年11月13日に公表しました平成27年３月期（平成26年４月１日～

平成27年３月31日）通期の業績予想値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたし

ます。 

また、本日開催の取締役会において、平成27年３月31日を基準とする剰余金の配当（期末配当）を行

うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、本件につきましては、平成27年６月26日開催予定の第39回定時株主総会に付議する予定でござい

ます。 

 

記 

 
１．当期の連結業績予想と実績値の差異 (平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日) 

（１）差異の内容 

 連結営業収益 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 
１株当たり 

連結当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想 (A) 4,500 130 290 274 28.02

実績値 (B) 4,464 215 240 277 28.47

増減額 (B-A) △36 85 △50 3 

増減率 (%) △0.8 65.4 △17.2 1.1 

(ご参考)前期連結実績

(平成 26 年３月期) 
4,391 11 151 157 16.06

(注)連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画、ライム・ツリー・クルーゼズ社であります。 

 

（２）差異の理由 

営業収益・経常利益・当期純利益に関しては概ね予想どおりでしたが、営業利益に関しては１ツ

アーあたりの平均参加人数が増加したこととセレナーデ２号の乗船率がアップしたことが要因となり、

予想を 85 百万円ほど上回りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

２.剰余金の配当について 

（１）配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 26 年 11 月 13 日公表） 

前期実績 

（平成 26 年３月期）

基準日 平成 27 年３月 31 日 平成 27 年３月 31 日 平成 26 年３月 31 日

１株当たり配当金 10.00 円 9.00 円 6.00 円 

配当金額総額 95 百万円 － 58 百万円 

効力発生日 平成 27 年６月 26 日 － 平成 26 年６月 27 日

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）理由 
当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要政策として認識しており、株主各位に対する配当

を、当期純利益額の３分の１(円未満の端数処理は、四捨五入)以上を利益配当とする基本方針です。 

上記方針のもと、平成 27 年３月期の期末配当金につきましては、1 株当たり９円にしておりまし

たが、通期の業績などを勘案し、また、日頃の株主の皆様のご支援に報いるため、１株当たり 10 円

とすることといたしました。 

なお、本日（平成 27 年５月 14 日）公表いたしました「配当方針の変更に関するお知らせ」に記

載の通り、配当方針に関しまして、現行の当期純利益額の３分の１から、平成 28 年３月期（第 40

期）より当期純利益額の２分の１以上に変更いたしますことを併せてお知らせいたします。 

                                        
以 上 

 
 


